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■ 会 長 報 告                青島 克郎君 
今年もセンター試験が始まり受験シーズンが参

りました。大学進学を目指す生徒の希望する学部、

学科により大学入試のための履修科目が異なるこ

とがあるため履修科目が文系的または理系的にな

るように高校で指導することが慣習化し、学習塾

もこれを受けた事業を展開しています。 

よく血液型での性格判断をする習慣があります

が大雑把には当てはまると思われることが多いよ

うに感じます。同様にこの文系の人、理系の人に

よってもその人の得意分野が別れるようですし性

格にも関係するのではないかと考えられます。 

現実に「世の中には理系と文系の二種類の人間

が存在している」と考えている人は多いようです。 

文系とは主に、人間の行動や思考が何らかの形で

関わった現象についての学問とされ、文献などの

個別の対象や思想などの概念の対象を解釈する人

文科学と、社会現象や制度を歴史的、思想的もし

くは実証的に解釈する社会科学などが当てはめら

れる。理系とは人間そのものと人間を取り巻く自

然全般を実証的に研究する学問とされ、自然科学

などが当てはめられるとあります。 

少々ややこしい表現ですがわかりやすく表現す

ると理系人間は数学や理科などが得意で、計算や

物事の観察能力に優れている。その反面、人付き

合いや芸術の理解には不向きで、感情より理性を

優先する傾向がある。 

また、文系人間は国語や社会、歴史などが得意で、

人付き合いや芸術的感性に優れている。一方、計

算や科学的思考法に疎く、理性よりも感情を重ん

ずる特性を持つということになるのではないでし

ょうか。また、理系は左脳人間、文系は右脳人間

とも言えると思います。 

政治家の世界では自民党と公明党に文系出身者

が多く、民主党、共産党、社民党に理系出身者が

多く、中国共産党の執行部は理系出身者で占めら

れているとのことです。 

■ 幹 事 報 告                仲田 廣志君 
• ロータリー囲碁同好会より「ロータリー神戸国際

囲碁大会」の開催のお知らせが届いております。 
   平成２１年３月７日（土）～８日（日）  

神戸ポートピアホテル 
• インターシティミーティング登録のお願いとス

ケジュールが焼津ロータリークラより届いてお

ります。   
平成２１年３月８日（日）開会１３：３０ 

松風閣 
• ザ・ロータリアン誌が届いております。 
• 島田ロータリークラブ週報が届いております。 
• 藤枝市サッカー協会より藤枝市長杯争奪ジュニ

アユースサッカー大会結果報告と御礼が届いて

おります。 
• 静岡産業大学より寄附講座交流会のご案内が届

いております。 
平成２１年２月２７日（金）１８：００  
藤枝エミナース 
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■ 出 席 報 告          森下 敏顯君 
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

24／36 66.67％ 28／36 77.78％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○北村君 ○杉山君 ○鈴木廣君 ○松葉隆君  

○松葉義君 ○水野君 ○青島彰君 飯塚君  

板倉君 鈴木舜君 仲田晃君 望月志君   

■ ビ ジ タ ー                      
河村 武君（榛南）   

■ 会員増強・維持中間報告             
 

会員増強委員会    

委員長 

後藤 功君 

 

 

増強一色のスタートの中、クラブの力、友情を

強く感じ、半年ですが私個人にとっていろいろ

な面で収穫のある半年でした。 

委員会の会合もおおよそ１ヶ月に１度開催、３

回目の１０月３日の会合でようやくスタートラ

インに着く。ＪＣ出身者への勧誘について委員

会から問題提起１１月５日南クラブとの増強委

員会合同会議開催、会長、幹事出席、南５名、

藤枝９名出席。結果は、今後はどちらの立場で

もそうしたことに惑わされることなく、遠慮す

ることなく勧誘を薦めていただいてけっこうで

ある。どちらに入っても良いじゃないかとご承

諾を戴く、一応の成果を見た。全会員にご承知

いただきたい。 

今までに名前の上がった方々は、志太交通、佐

野石材、カワイ樹園、扶桑工業、大塚工務店、

カゴメ工場長、中外製薬工場長、ワタシナ工業、

ハルモニア理事長の中で５名に絞り結果上期に

３名内定した。 

委員会の会合、５月７日次年度へ向けての準備

会、８月２０日経過報告と今後の活動について、

１０月３日推薦リストのチェック、ＪＣ出身者

への勧誘の対応、１１月５日南クラブとの合同

会議開催、１２月２４日入会状況報告 

＜地区の活動＞  

７月２７日第１回目増強セミナー｢純増１名を達

成するために｣当日、増強宣言採択 

宮川委員長より  

静岡県 １,０００人対してロータリアン０.６人 

山梨県 １,０００人に対して１.１人 

＜分区において＞ 

９月３日クラブ協議会開催、｢魅力あるロータリー

活動とは｣純増２名を宣言３つのテーマで討論 

クラブとして 

８月２日 増強月間ということでパワー浜松 原

田直前会長に卓話依頼 

＜勧誘のコツ＞ 

１．全委員参加でやる ２．仕組みを作る  

３．メディアを利用すること ４．強力なリーダ

ーシップ 

＜下半期＞  

地区では２月第２回目の増強セミナー開催予定 

｢上半期における会員動向の把握と下半期の具体

的増強対策の検討｣ 

クラブとして、継続的な勧誘と退会者０への対応

そして新たな候補者の推薦の依頼の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／森下） 


